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九
〇

『教
行
信
証
』
と

『浄
土
三
経
往
生
文
類
』

林

智

康

は
じ
め
に

親
鸞
聖
人
の
主
著

『教
行
信
証
』
と
和
語
の
著
述
と
の
関
係
を
見
る

と
、
強
い
結
び

つ
き
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
思
想

の
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。

　ユ
　

す
で
に
別
稿
に
お
い
て
、
『教
行
信
証
』
と

『
一
念
多
念
文
意
』、
『教

行
信
証
』

と

『唯
信
鈔
文
意
』、
『教
行
信
証
』
と

『尊
号
真
像
銘
文
』

等
を
論
述

し
て
き
た
。
今

こ
こ
で
は
、
『教
行
信
証
』
と

『
浄
土
三
経

　　
　

往
生
文
類
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
『
三
経
往
生
文
類
』
の
制
作

『
三
経
往
生
文
類
』
は
、
浄
土
三
部
経
、
す
な
わ
ち

『大
無
量
寿
経
』
・

『観
無
量
寿
経
』
・
『阿
弥
陀
経
』
の
三
経
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
難
思

議
往
生

・
双
樹
林
下
往
生

・
難
思
往
生
の
意
を
表
す
。
そ
し
て
、
御
自

釈
を
述
べ
、
関
連
す
る
誥
経
論
釈
を
連
引
さ
れ
、
真
仮

(真
実
と
方
便
)

を
明
示
さ
れ
て
い
る
。
『三
経
往
生
文
類
』
に
は
広
略

の
二
本
が
現
存

し
て
い
る
。

(1
)
本
願
寺
派
本
願
寺

(西
本
願
寺
)
蔵

奥
書

一建
長
七
歳
呪
八
月
六
日

愚
禿
親
鸞
弘針
書
之
」
(略
本
)

(2
)
興
正
派
興
正
寺
蔵

奥
書

「康
元
二
年
三
月
二
日
書
写
之

愚
禿
親
鸞

八
十
五
歳
」
(広
本
)

(1
)
の
略
本
は
、
親
鸞

の
真
蹟
本

で
あ
り
建
長
七
年

(
一
二
五
五
)

八
十
三
歳
の
時
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
二
十
二
の
引
文
が
見
ら
れ

る
。
(2
)

の
広
本
は
、
親
鸞

の
真
蹟
本
と
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
、
康

元
二
年

(
一
二
五
七
)
八
十
五
歳

の
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二

十
七
の
引
文
が
見
ら
れ
る
。

　ヨ
　

略
本
は
、
表
紙
に

「三
経
往
生
文
類
」
と
あ
り
、
表
紙
裏
に
は

「横

曽
根
報
恩
寺
」
の
墨
印
が
あ
っ
て
下
総
報
恩
寺

に
伝
来
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
い
つ
本
願
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
本
書

は
縦
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
袋
綴
で
、

半
葉
五
行
、

一
行
十
五
字
内
外
、
全
紙
数

二
十
四
葉
で
あ
る
。
本
書

の

古
写
本
は
、
西
本
願
寺
に
蓮
如

の
写
本
が
あ
り
、
龍
谷
大
学
に
室
町
時

代
末
期
の
写
本
が
あ
る
。
蓮
如
本
は
略
本
真

蹟
本
と
比
較
す
る
と
二
、
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『
教
行
信
証
』
と

『浄
土
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経
往
生
文
類
』

(林
)

一
九

一

三
の
文

字
が
異

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
真
蹟
本
は
中
外
本

『聖
典
』

に
収
め
ら
れ
、
『
大
正
蔵
経
』
に
は
真
蹟
本
と
龍
大
本
と
が
対
校
さ
れ
、

『真
宗
聖
教
全
書
』
に
は
、
真
蹟
本
を
広
本
と
し
て
蓮
如
本
と

『真
宗

法
要
』
本
が
対
校
さ
れ
て
い
る
。
『浄
土
真
宗
聖
典
』
原
典
版
と
註
釈

版
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
別
冊
の

『浄
土
真
宗
聖
典
』
(解
説

・

校
異
)

二
六

一
ー
二
六
四
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

広
本

は
、
表
紙

の
中
央
左
側
に
あ
る

「三
経
往
生
俊
直
」
は
親
鸞
の

真
筆
、
中
央
右
側
に
あ
る

「浄
土
三
経
往
生
文
類

平
俊
直
」
は
本
文

と
同
筆
と
さ
れ
る
が
、
本
文
を
親
鸞

の
真
筆
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
と

さ
れ
る
。
な
お
、
現
存
の
広
本
伝
真
蹟
本
の
表
紙

の
前
に
外
表
紙
が
あ

り
、
そ

こ
に
も
親
鸞
真
蹟
と
見
ら
れ
る

「三
経
往
生
」
と
現
表
紙

の

「浄
土
三
経
往
生
文
類

平
俊
直
」
と
同
筆

の

「三
経
往
生
文
類
」
の

文
字
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
現
在
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
本
書

は
縦
二
六
・五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
袋
綴
、

半
葉
五
行
、

一
行
十
二
字
内
外
、
全
紙
数
三
十

一
葉
で
あ
る
。
古
書
本

と
し
て
は
、
恵
空
写
伝

の

一
本
が
あ
る
。
広
本
は
中
外
本

『聖
典
』
、

『大
正
蔵
経
』
に
収
め
ら
れ
、
.『真
宗
聖
教
全
書
』
に
は
本
書
を
底
本
と

し
、
恵
空
写
伝
本
、
『真
宗
法
要
』
本
、
『仮
名
聖
教
』
本
と
対
校
さ
れ

て
い
る
。
『浄
土
真
宗
聖
典
』
原
典
版
と
註
釈
版
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

広
本

の
表
紙
に
あ
る

「平
俊
直
」
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か

と
い
う
と
、
「明
月
記
」
の
元
久
二
年

(
一
二
〇
五
)
十

一
月
三
十
日
の

條
下
に
、

巳
時
許
除
目
小
々
伝
聞
、
無
殊
事
、
兼
時
朝
臣
任
右
馬
権
頭
、
忠
弘
任
衛
門

尉
、
日
来
聯
成
功
、
同
示
付
親
康
、
尤
為
面
目

(中
略
)
玄
藩
允
平
俊
直
算

(下
略
)

と
あ
る
文
中
の
人

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
玄
番
寮
所
管

の
事
務
は
、

外
国
人
の
来
朝
を
誘
導
す
る
ほ
か
、
仏
寺
僧
尼

の
事
務
を
司
っ
た
。
こ

う
し
た
縁
で
、
平
俊
直
は
親
鸞
と
関
係
を
持

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ら
　

元
久
二
年
は
親
鸞
三
十
三
歳
で
、
法
然
門
下

の
時
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
広
本
に
関
連
し
て
、
仏
光
寺
派

の

『和
語
宝
典
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る

『
三
経
往
生
文
類
』
が
あ
る
。
広
本
に
若
干
の
訂
正
が

加
え
ら
れ
、
そ
の
奥
書
に
、
「文
応
元
十

一
月

三
日
愚
禿
善
信
八
十
八

歳
書
之
」
と
あ
り
、
本
書
を
広
本
の
再
治
本

と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か

し
本
書
は
、
真
蹟
も
古
写
本
も
な
く
、
現
存

す
る
の
は

『和
語
宝
典
』

所
収
の

一
本
だ
け
で
あ
り
―
し
か
も
奥
書
に

「善
信
」
と

い
う
用
例
は
、

他
の
撰
述
や
写
伝
に
お
い
て
見
ら
れ
な
い
の
で
、
本
書
の
真
偽
に
つ
い

　　
　

て
は
な
お
研
究
を
要
す
べ
き
で
あ
る
ど
述
ぺ
ら
れ
る
。

略
本
の
撰
述
さ
れ
た
建
長
七
年

の
翌
年
、

す
な
わ
ち
康
元
元
年

(
一

二
五
六
)

に
親
鸞
は
短
篇

の

『往
相
廻
向
還
相
廻
向
文
類
』
を
著
し
て

い
る
。
真
蹟
本
は
な
い
が
、
三
河
佐
々
木

の
上
宮
寺
に
そ
の
古
写
本
が

あ
り
、
こ
れ
は

『和
讃
』
や

『経
釈
要
文
』
等
と
合
綴
さ
れ
た
室
町
時

代
初
期

の
写
本
で
あ
る
。
奥
書
に

「康
元
塵

十

一
月
廿
九
日

愚
禿

親
鸞
辮
書
之
」
と
あ
り
、
首
題
に
は

「往
相

回
向
之
文
い
と
あ
る
が
、

普
通

・『往
相
廻
向
還
相
廻
向
文
類
』
(『往
還
廻
向
文
類
』Y
と
呼
ば
れ
て
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一
九
二

い
る
。
本
書
は
縦
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
袋
綴
で
あ
り
、
半
葉
五
行
、

一
行
十
三
字
、
紙
数
は
八
葉
で
あ
る
。

内
容
は
、
初
め
に

『浄
土
論
』
の
文
を
引
い
て
往
還
二
種
の
廻
向
が
あ

る
と
示
し
、
次
に
往
相
廻
向
に
行

・
信
・
証
が
あ
る
と
述
べ
、
第
十
七

・

十
八

・
十

一
の
三
願
を
挙
げ
る
。
最
後
に
還
相
廻
向
に
つ
い
て
述
べ
て

第
二
十
二
願
を
挙
げ
、
「他
力
に
は
義
な
き
を
も
て
義
と
す
」
と
法
然

　ヱ

上
人
が
仰

せ
ら
れ
て
い
た
と
述

べ
る
。

ま
た
、
高
田
専
修
寺
に

『如
来
二
種
廻
向
文
』
と
い
う
親
鸞

の
小
部

撰
述
が
あ

る
。
外
表
紙
に

「如
来
二
種
回
向
文
」
と

「釈
顕
智
」
と
あ

り
、
顕
智

の
伝
持
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
表
紙
に
は

「二
種
回
向
文
」

と

「釈
覚
信
」
、
本
文
首
題

に
は

「如
来
二
種
回
向
文
」
と
あ
る
。
奥

書
に

「正
嘉
元
年
町
壬
三
月
廿

一
日
書
写
之
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、

『
三
経
往

生
文
類
』
広
本
が
書
写
さ
れ
た
十
九
日
後
に
書
写
さ
れ
て
い

る
。
『如
来
二
種
廻
向
文
』
は
縦
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

一
八
・八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
袋
綴
で
あ
り
、
半
葉
五
行
、

一
行
十
四
字
内
外
、

紙
数
は
九
葉
で
あ
る
。
内
容
は
前
述

の

『往
還
廻
向
文
類
』
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
撰
述
の
翌
年
正
嘉
元
年

(
一
二
五
七
)
に

こ
れ
を
書
写
し
て
覚
信
に
授
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は

一
般
に
親
鸞

の
真
蹟
と
言
わ
れ
る
が
、
覚
信

の
書
写
、
ま
た
は
信
性
の

　
　
　

筆
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

ま
た

『往
還
廻
向
文
類
』
は

『真
宗
法
要
』
に
入
っ
て
い
な
い
が
、

東
西
両
派

の
学
匠
は
早
く
か
ら
親
鸞

の
真
撰
と
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
。

従
っ
て
上
宮
寺
本
は
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
刊
行
の

『大
谷
遺
法
纂

彙
』
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
文
久
元
年

(
一
八
六

一
)
大
谷
派
本
願
寺

(東

本
願
寺
)
か
ら
出
た

『浄
土
文
類
聚
鈔
延
書
』

に
附
刻
さ
れ
、
明
治
四

十
四
年

(
一
九

=

)
に
コ
ロ
タ
イ
プ
が
印
行

さ
れ
て
い
る
。
『如
来
二

種
廻
向
文
』
は
中
外
本

『聖
典
』
に
初
め
て
収
蔵
さ
れ
、
『大
正
蔵
経
』

お
よ
び

『真
宗
聖
教
全
書
』
に
は

『往
還
廻
向

文
類
』
と
と
も
に
収
め

　　
　

ら

れ

て

い
る
。

二
、
『
三
経
往
生
文
類
』
の
組
織

『三
経
往
生
文
類
』
の
略
本
は
、
大
経
往
生

(難
思
議
往
生
)
・
観
経

往
生

(双
樹
林
下
往
生
)
・
弥
陀
経
往
生

(難
思
往
生
)
の
三
種
の
往
生

が
説
か
れ
て
往
相
廻
向
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て

い
る
が
、
還
相
廻
向
に

つ
い
て
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
真
実
の
信
と
証
の
二
法
は
示
さ

れ
て
い
る
が
、
真
実
の
行
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
略
本
に

見
ら
れ
な
か
っ
た

「真
実
の
行
」
と

「還
相
廻
向
」
が
広
本
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
略
本
撰
述
の
翌
年
、
広
本
撰
述
の
前
年
で
あ

る
康
元
元
年
に

『往
還
廻
向
文
類
』
が
著
さ
れ
て
お
り
、
略
本
と

『往あ　

還
廻
向
文
類
』
が
整
理
統
合
さ
れ
て
広
本
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
略
本

・
広
本
と
も
に
観
経
往
生
と

弥
陀
経
往
生
に
つ
い
て
は
、
文
字
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
程
度
で
ほ
と

ん
ど
変
ら
な
い
が
、
大
経
往
生
に
つ
い
て
は
、
略
本
か
ら
広
本

へ
は
増

広
が
見
ら
れ
る
。
『往
還
廻
向
文
類
』
(『如
来
二
種
廻
向
文
』)
を
間
に
入
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『教
行
信
証

』
と

『
浄
土

三
経
往

生
文
類
』

(林
)

一
九
三

れ
て
、
『
三
経
往
生
文
類
』

の
広
本
と
略
本
お
よ
び

『教
行
信
証
』

の

　
け
　

引
用
文
を
比
較
し
て
み
た
い
。
原
文
は

『真
宗
聖
教
全
書
』
第

一
巻

の

頁
数
、
『三
経
往
生
文
類
』
広
本

・
略
本

・
『往
還
廻
向
文
類
』
お
よ
び

『教
行
信
証
』
は

『真
宗
聖
教
全
書
』
第
二
巻

の
頁
数
を
示
す
。

浄
土

三
経
往
生
文
類

(広
本

・
略
本
)
・
往
還
廻
向
文
類

(二
種
回
向
文
)
・
教
行
信
証
比
較
対
照
表
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)

一
九
四
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『
教
行

信
証

』
と

『
浄
土
三
経
往
生
文

類
』

(林
)

一
九
五

三
、
広
本

・
略
本
と

『教
行
信
証
』

『
三
経

往
生
文
類
』
の
略
本
が
撰
述
さ
れ
た
時
代

の
背
景
と
し
て
、
関

東
に
お
け
る
異
義

の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。特
に
建
長
年
間
に
入
っ
て
、

有
念

・
無
念
、

一
念

・
多
念
、
造
悪
、
無
碍
、
自
力

(義

・
は
か
ら
い
)

等

の
問
題
が
生
じ
た
。
後
に
起
る
善
鸞

の
義
絶
も
そ
の
代
表
的
な
も
の

の

一
つ
で
あ
る
。
関
東
の
門
弟
が
信
仰
上
の
疑
義
を
質
問
し
、
親
鸞
の

返
答
を
指
導
書
と
し
て
大
切
に
保
存
し
た
た
め
に
、
親
鸞
晩
年

の
書
簡

　ヨ

が
多
く
残
り
、
後
に
誥
種
の
書
簡
集
が
編
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
中

で
、

『血
脈
文
集
』
第

一
通

(『末
灯
鈔
』
第
二
通
は
同
文
)

「か
さ

　あ
　

ま
の
念
仏

者
の
う
た
が
ひ
を
は
れ
た
る
事
」
の
文
は
、
本
書
の
内
容
と

　ね
　

類
似
し
、
深
い
関
連
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
自
力
と
他
力
の
区
別

が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
十
八
願
の
念
仏
往
生
の
誓

願
に
よ
っ
て
真
実
報
土

へ
往
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
十
九
願
の
修
諸

功
徳
の
願
や
第
二
十
願

の
植
諸
徳
本
の
願
で
は
辺
地
解
慢

・
疑
城
胎
宮

の
方
便
化
土
に
し
か
往
生
で
き
な
い
と
詳
細

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第

十
八
願
を
真
実
の
願
、
第
十
九

・
二
十
願
を
方
便
の
願
と
す
る
三
願
真

仮
を
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
信
心
の
人
を
真
仏
弟
子
や
妙
好
人
等
と
言

い
、
現
生

に
正
定
聚
の
位
に

つ
き
弥
勒
仏
と
等
し
い

(弥
勒
菩
薩
と
同

じ
)
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
方
便
化
土

へ
の
往
生

の
み
な
ら
ず
真
実
報
土

へ
往
生
し
て
大
涅
槃

の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
こ
と
は
弥
陀
の
誓
願
に
よ
る

と
し
て
、
仏
恩
報
謝
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
終

り
に

「
こ
れ
さ
ら
に
性
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『教
行
信
証
』
と

『浄
土

三
経
往
生
文
類
』

(林

)

一
九
六

信
坊
、
親
鸞
が
は
か
ら
ひ
申
に
は
あ
ら
ず
候
、
ゆ
め
ゆ
め
建
長
七
歳
卯乙

十
月
三
日
愚
禿
親
鸞
誹
書
之
」
と
、
直
弟
子
性
信
と
親
鸞

の
名
を
列
記

し
て
本
願
他
力
の
は
た
ら
き
を
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

略
本

が
性
信

の
横
曽
根
報
恩
寺
に
伝
来
し
、
ま
た

「善
鸞
義
絶
通
知

へお
　

 状
」
(『血
脈
文
集
』
第
二
通
)
が
建
長
八
年
五
月
二
十
九
日
に
親
鸞
か
ら

性
信
に
送
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
略
本
撰
述
に
は
善
鸞
の
異
義
が

関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
広
本
撰
述
に
も
善
鸞

の
義
絶

と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
広
本
と
略
本
を
対
照
し
た
如
く
、

広
本
に
は
略
本
に
な
か
っ
た

「還
相
廻
向
」
と
往
相
廻
向

の
中

の

「真

実

の
行
業
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
『教
行
信
証
』
教
巻

の
初
め
樋
・

「浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
、
二
種

の
廻
向
あ
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二

つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
廻
向
に
つ
い
て
、
真
実
の
教

・
行

・
信

・

証
あ
り
」
と
、
明
か
に
浄
土
真
宗
は
往
相
・還
相

の
二
種
廻
向

で
あ
り
、

往
相
廻
向

に
真
実
の
教
行
信
証
の
四
法
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

　
レ
　

『浄
土
文
類
聚
鈔
』

の
行
の
中
で

「し
か
る
に
本
願
力
廻
向
に
、
二
種

の
相
あ
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
に
つ
い
て

大
行
あ
り
ま
た
浄
信
あ
り
」
と
、
行
と
信
は
不
離
で
あ
る
こ
と
を
明
示

　　

さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
証
巻
に

「二
つ
に
還
相
の
廻
向
と
い
ふ
は
、
す
　む
　

な
は
ち
利
他
教
化
地
の
益
な
り
」
、
『浄
土
文
類
聚
鈔
』
の
証
の
中
に
も

　　

同
文
が
あ

る
。
ま
た

『正
像
末
和
讃
』
三
時
讃
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
の

廻
向
の

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て

往
相
廻
向

の
利
益
に
は

還
相
廻

向
に
廻
入
せ
り
」
、
「往
相
廻
向

の
大
慈
よ
り

還
相
廻
向

の
大
悲
を
う

如
来
の
廻
向
な
か
り
せ
ば

浄
土
の
菩
提
は
い
か
9
せ
ん
」
と
讃
嘆
さ

れ
る
如
く
、
南
無
阿
弥
陀
仏

(名
号

・
大
行
)

の
廻
向
に
よ
っ
て
二
種

廻
向
が
成
り
立
ち
恩
徳
は
広
大
で
あ
り
、
さ
ら
に
如
来
の
二
種
廻
向
の

大
慈
悲
に
よ
っ
て
浄
土
の
菩
提

(自
利
利
他
円
満
成
就
)
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
上
述
の

『教
行
信
証
』
や

『浄
土
文
類
聚

鈔
』、
さ
ら
に

『正
像
末
和
讃
』

の
文
か
ら
、
明
か
に
広
本

の
大
経
往

生
に

「還
相
廻
向
」
と

「真
実
の
行
業
」
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。

　き

ま
た

『
歎
異
抄
』
第
四
章

の

「浄
土
の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
念
仏
し
て

い
そ
ぎ
仏

に
な
り
て
、
大
慈
大
悲
心
を
も
て
、
お
も
ふ
が
ご
と
く
衆
生

を
利
益
す
る
を
い
ふ
べ
き
な
り
」
と
い
う
浄
土

の
慈
悲

に
つ
い
て
の
文

を
考
慮
す
れ
ば
、
親
鸞
は
善
鸞
の
異
義

(第
十
八
願
の
否
定
阿
専
修
賢
善
)

を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
力

(自
力
の
は
か
ら
い
)
の
限
界
を

知

っ
て
、
善
鸞
の
救
済
を
す
べ
て
如
来

の
本
願
力
廻
向
に
託
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち

『三
経
往
生
文
類
』
広
本

の
撰
述

は
、
関
東

の
念
仏
者

の

疑
問
を
は
じ
め
と
し
て
、
善
鸞
の
異
義
や
種
々

の
異
義
に
対
し
て
、
真

仮
分
別

(真
実
と
方
便
、
大
経
往
生
11
難
思
議
往
生
、
観
経
往
生
1ー
双
樹
林

下
往
生
、
弥
陀
経
往
生
=
難
思
往
生
)
を
明
示
す

る
と
と
も
に
、
ま
た
善

鸞
義
絶
の
体
験
を
通
し
て
、
本
願
力
回
向
に
よ
る
還
相
廻
向
、
衆
生
利

益
を
述
べ
、
そ
し
て
善
鸞

の
救
済
に
対
す
る
親
鸞
の
思
い
が
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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『教
行
信
証
』

と

『
浄
土
三
経
往
生
文

類
』

(林
)

一
九
七

　お
　

親
鸞

は

『愚
禿
鈔
』
上
巻
に

「『法
事
讃
』
に
三
往
生
あ
り

一
つ

に
難
思
議
往
生
は

『大
経
』

の
宗
な
り

二

つ
に
双
樹
林
下
往
生
は

『観
経
』
の
宗
な
り

三

つ
に
機難
思
往
生
は

『弥
陀
経
』
の
宗
な
り
」
と

述
べ
、
善
導
の

『法
事
讃
』
に
三
往
生
が
あ
っ
て
、
0
難
思
議
往
生
1

『大
経
』
、
口
双
樹
林
下
往
生
―

『観
経
』、
日
難
思
往
生
1

『弥
陀
経
』
、

　　

と
配
分
し
て
い
る
。
し
か
し

『法
事
讃
』
上
巻
に
お
い
て
は

「難
思
議

往
生楽

双
樹
林
下
往生
楽

難
思
往
生楽
」
と

一
連
の
文
と
し
て

一
行
お
き
に

八
回
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
原
文
に
お
い
て
は
三
往

生
楽

の
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
親
鸞
は
三
往
生
に
三
経
を
あ
て

て
真
仮
の
分
相

(真
仮
対
弁
)
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　　

ま
た

『教
行
信
証
』
証
巻

の
標
挙
に
は

「必
至
滅
度
之
願

難
思
議

　　

往
生
」
と
あ
り
、
ま
た
化
身
土
巻

の
標
挙
に
も

「無
量
寿
仏
観
経
之
意

至
心
発
願
之
願

邪
定
聚
機

鬘
樹
林
下
往
生

阿
弥
陀
経
之
意
也

至
心
回
向
之
願

不
定
聚
機

難
思
往
生
」
と
、
三
往
生
は
部
分
的
で

は
あ
る
が
三
経

・
三
願

・
三
機
と
関
連
し
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
　　

て
化
身
土
巻
真
門
釈
に
は

「三
願
転
入
」
の
文
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

是
れ
を
も

っ
て
愚
禿
釈

の
鸞
、
論

主

の
解
義

を
仰
ぎ
、
宗
師

の
勧

化
に
依

り
て
、
久

し
く
万
行

諸
善

の
仮
門

を
出

で
永
く
鬘

樹
林
下
往
生

を
離

る
、
善

本
徳
本

の
真
門

に
回
入
し

て
偏

へ
に
難
思
往
生

の
心
を
発

し
き
。
然

る

に
今

特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
か
に
難
思
往
生

の
心
を
離
れ
て
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
す
、果
遂
の
誓
良
に
由
有
る
か
な
。

親
鸞
は
七
高
僧
の
導
き
に
よ
っ
て
、
万
行
誥
善
の
仮
門
11
第
十
九
願

の
要
門
を
出
て
、
善
本
徳
本
の
真
門
"
第
二
十
願
に
回
入
さ
れ
、
そ
し

て
今
特

(ま
さ

・
こ
と
)
に
そ
の
方
便
の
真
門
を
出
て
選
択

の
願
海
11

第
十
八
願
の
弘
願
に
転
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
十
九
願
か

ら
第
二
十
願

へ
の
回
入
、
第
二
十
願
か
ら
第
十

八
願

へ
の
転
入
を
合
わ

せ
て
三
願
転
入
と
言
わ
れ
、
こ
の
三
願
転
入
は
親
鸞
の
内
面
の
精
神
的

過
程
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
願
転
入
の
時
点
に
つ
い
て

　を

は
誥
説
が
あ
る
が
、別
稿

で
述
べ
て
い
る
の
で

こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。

三
願
転
入
の
体
験
の
自
覚
が
、
後
に

『教
行
信
証
』
成
立
の
基
礎
と

　　

し
て
の
要
門

・
真
門

・
弘
願
を
は
じ
め
と
す
る
六
三
法
門

(三
三
法
門
)

を
生
み
出
す
元
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

『教
行
信
証
』
化
巻
要

門
釈

・
真
門
釈
に
お
い
て
は
、
『観
経
』
・
『阿
弥
陀
経
』
に
そ
れ
ぞ
れ

　　

隠
彰
顕
密
義

(隠
顕
)
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
仮
説
は
真

(真

実
)
と
仮

(方
便
)
を
明
確
に
区
別

し
て
、
仮
を
廃
し
真
を
立
て
る
思

想
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
隠
顕
説
は
仮
な
る
も

の
を
真
に
誘
引
す
る
方

ご
ん
ゆ
う

便
権

用

(手
だ
て
・
手
段
)

の
思
想
で
あ
る
。

こ
の

『三
経
往
生
文
類
』
に
は
隠
顕
説
は
見
ら
れ
な
い
が
、
真
仮
説

と
と
も
に
隠
顕
説
を
考
慮
し
て
読
む
べ
き
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

1

拙
稿

「『
教
行
信
証
』
と

『
一
念
多
念

文
意
』
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第

四
六
巻
第

二
号
)
、
「
『教
行
信
証
』
と

『
一
念
多
念
文
意
』
」
(
『真
宗
学
』

第

九
七

・
九
八
合
併
号
)
、

「
『教

行
信
証
』

と

『
唯
信
鈔
文
意
』
」

(『
真
宗

学

』
第

九
九

・
一
〇
〇
合
併
号

)
、

「『
教
行
信

証
』
と

『
尊
号
真
像
銘
文
』

(
一
)
」

(
『龍
谷
紀
要
』
第
二

一
巻
第

一
号
)
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『
教
行
信
証
』

と

『浄
土

三
経
往
生
文
類
』

(林
)

一
九
八

2

以
下

『
三
経
往
生
文

類
』
と
略
す

3

宮
崎
圓
遵
著

『親
鸞
書

誌
学

の
研
究
』

(『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
』
第

六
巻

一
〇
四
頁

。
大
原
性
實

氏
解
説
和
文
篇

(『
定
本

親
鸞
聖
人
全
集

』
第
三
巻

、

和
文

・
書
簡
篇

)
二
四
五
-

二
四
六
頁
。

4

宮
崎
圓
遵
著

『前
掲
書
』

一
〇
六
-

一
〇
七
頁
。
大
原
性
實
氏
解
説

『前

掲
書
』
二
四
七

頁
。

5

大
原
性
實
氏
解
説

『前

掲
書

』
二
四
七
-

二
四
八
頁
。
『
浄
土
真
宗
聖

典
』

(解
説

・
校
異
)

一
八
頁

。

6

宮
崎
圓
遵
著

『前
掲
書
』

一
〇

七
頁
。
大
原
性
實
氏
解
説

『前

掲
書
』
二

四
八
頁
。

『浄
土
真
宗
聖

典
』

(解
説

・
校
異
)

一
八
頁

。

7

宮
崎
圓
遵
著

『
前
掲
書
』

一
〇
四
-

一
〇
五
頁

。
大
原
性
實
氏
解
説

『
前

掲
書
』

二
七
五
頁
。

『浄
土
真

宗
聖
典
』

(解
説

・
校
異

)
二

一
頁
。

8

宮
崎
圓
遵
著

『前
掲
書
』

一
〇

四
頁
。
大
原
性
實
氏
解
説

『前

掲
書
』
二

七

四
i

二
七

五
頁
。
『
浄
土
真
宗

聖
典
』

(解
説

・
校
異
)

一
二

頁
。

生
桑

完

明
氏

「高

田
古
典

の
解
説

に
対
す
る
批

判
に
就

て
」

(
『高

田
学
報

』
第

二
号
)
。

9

宮
崎
圓
遵
著

『前
掲
書
』

一
〇
六
頁
。
大
原
性
實
氏
解
説

『前

掲
書
』
二

七
五
頁
。

10

宮
崎
圓
遵
著

『
前
掲
書
』

一
〇
六
頁
。
大
原
性
實
氏
解
説

『
前
掲
書
』
二

四
八
-

二
四
九
頁
。
普

賢
晃
壽
氏

「
『浄
土

三
経
往
生
文
類
』

の

一
考
察
―

親
鸞
聖
人

の
三
経
観
―

」

(『真
宗

学
』
第
九
七

・
九

八
合
併
号

)

11

幡
谷
明
著

『浄
土

三
経
往
生
文
類
試
解
』

(六

七
-

八
五
頁
)

に
は
、
浄

土
三
経
往
生
文
類
略
本

・
広
本

・
如
来

二
種
廻
向
文
対
照
表

と
し
て
全
文

が
出
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
広
本

・
略
本

・
往
還
廻
向
文
類

の
順
序

に
、
御
自
釈

の
重
要
な
語
と
引
用
文
を
示
す
最
初

の
語
を
挙
げ

て
作
成

し
た
。

た
だ
し
紙
枚

の
関
係

上
、

こ

こ
で
は
大
経
往
生

の
文

の
み
揚
げ

、
観
経

往
生

お
よ
び

弥
陀
経
往
生

の
文

は
省
略

せ
ぎ

る
を
え
な
か

っ
た
。

12

拙
稿

「親
鸞
聖

人

の
書
簡

(消
息
)
と

『末

灯
鈔
』
」

(
『龍
谷
紀
要

』
第

一
二
巻
第

二
号
)

お
よ
び

拙
稿

「親
鸞
書
簡
と
異
義
」

(
『
印
度

学
仏
教
単

研
究
』
第

四
〇
巻
第

二
号
)
参
照
。

13

、
『
真
宗
聖
教
全
書
』
第

二
巻

・
六
五
八
-
六
六

一
頁
。

(以
下

『
真
聖
全
』

と
略
す
)
。
14
正
親
含

英

『
浄
土
三
経
往

生
文
類
講
讃

』
六
-

七

頁
。
15

『
真
聖
全

』
第
二
巻

・
七

一
七
-
七

二
〇
頁
。
16

『
真
聖
全
』
第

二
巻

・
二

頁
。
17

『
真
聖
全
』
第

二
巻

・
四
四
三
-

四
四
四
頁
。
18

『真

聖
全
』
第

二
巻

・
一
〇
六
頁
。
19

『真
聖
全
』
第

二
巻

・
四
四
六
頁
。
20

『真
聖
全
』

第

二
巻

・
五

二
二
頁
。
21

『真
聖
全
』
第

二
巻

・七
七
五
-
七
七
六
頁
。
22

『
真
聖
全
』
第

二
巻

・
四
五
七
頁
。
23

『真
聖
全
』
第

一
巻

・
五
六

五
-

五

六
六
頁
。
24

『
真
聖
全
』
第

二
巻

・
一
〇
三
頁

。
25

『真
聖
全
』
第

二
巻

・

一
四
三
頁
。
26

『
真
聖
全
』
第

二
巻

・
一
六
六
頁
。

27
拙
稿

「真
実

と
方
便

の
関
係
―

『教
行
信
証
』

の

「化

身
土
巻

」

を
中

心

に
―

」

(渡
邊
隆
生
教
授
還
暦
記
念

『仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
』
)

28
六
三
法
門

(三
経
)

(
三
願
)

(
三
門
)

(三
蔵
)

大

経
―
第
十

八
願
―
弘

願
―
福
智
蔵

観

経
―
第
十
九
願
―
要

門
―
福
徳
蔵

弥
陀
経
―
第

二
十
願
―
真

門
―
功
徳
蔵

(三
機
)

(
三
往

生
)

―
正
定
聚
機機
―
難
思
議
往
生

―
真
実

(真
)

―
邪
定
聚
機
―
双
樹
林
下
往
生

―
不
定
聚
機
―
難
思
往
生

方
便

(仮
)

29
拙
稿

「前
掲
論
文
」
参
照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
難
思
議
往
生

、
双
樹
林
往

生
、
難

思
往
生

、
真
仮

(龍
谷
大
学
教
授
)

770


